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2 ::> 3月

一

一

一

明

か

ら

↓

か

り

と

行

な

っ

f
一
と
が
た
い
ぜ
っ
J
h
J
t

寸
先
会
臼
]
争
自
~
~
に
う
付
さ
せ
る
l
黄
色
一
ぱ
し
、

一
去
を
の
米
華
児
聞
に
敦
一
三
い
ち
い
ち
注
怠
さ
れ
な
く
て
も
、
い
っ
一
の
帽
子
、
ラ
ン
ド
ヒ
ル
カ
ハ

i
、
止
と
に
し
ζ
い
ま
す
。
毎
日
は
昨
年
度
ょ

す
い
で
小
学
校
民
学
年
、
主
宰
同
学
一
言
、
ど
こ
で
も
、
主
ル
会
通
の
一
さ
な
ど

c

一り一

O
互
い
四
百
六
十
万
円
在
宅

一

T
Z一

ノ
¥
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
さ
ま
り
を
守
れ
る
よ
い
宵
慣
を
一
主
主
ν自
に
注
意
l
必
ず
に
た
ん
主
模
原
が
負
担
し
ま
す
。

一
ど
と
に
入
学
制
定
型
ヘ
楽
し
さ
と
一
の
日
付
に
つ
け
さ
せ
る
」
と
が
、
子
と
も
一
っ
て
左
右
の
安
全
冷
砕
か
め
さ
せ
る
一
台
円
の
お
も
な
宣
伝
妻
子
一
次
の
と

ろ
う
一
う
れ
し
さ
に
胸
存
才
ιり
ま
せ
、
器
削
一
実
叫
一
事
故
ー
か
P

門
ソ
守
ヲ
甚
大
の
カ
ギ
と
一
ム
士
服
日
の
午
後
は
一
亦
信
号
11古
川
ぴ
に
一
お
り
き
め
て
い
ま
す

し
一
の
眠
、
大
き
な
U

ブ
ン
ド
セ
ル
定
員
っ
一
い
え
ま
し
ょ
う
d

。

一

気

を

ぎ

り

円

あ

し

た

は

日

限

日

と

一

ヘ

3
月
U
観
光
を
つ
り
、
肱
川
く
だ

や

L
と
か
わ
い
い
新
入
単
(
間
)
児
が
、
夜
一
と
と
に
お
か
あ
さ
ん
が
た
は
、
次
の
一
い
う
気
の
ゆ
る
み
で
事
仰
が
多
い
。
一
り
、
う
か
い
、
昧
覚
、
温
泉

凶

制

一

主

寝

不

差

し

た

り

二

叩

が

一

矢

っ

一

ょ

っ

な

こ

と

に

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

一

一

〈

4

月

げ

肱

川

く

ど

り

活

泉

民

党

州
沖
一
た
り
す
る
こ
と
は
な
ん
と
し
て
も
防
止
門
v
正

し

い

さ

五

E
に

教

育

す

る

一

程

満

七

十

歳

一

八

5
月

Y
っ
か
い
、
肱
川
ノ
¥
校

側
一
軒
目
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
横
断
は
安
全
に
l
必
ず
い
っ
た
ん
止
一

j

?

に

な

ゐ

か

た

一

望

号

丘
一
一
子
ど
も
の
震
に
は
、
お
レ
た
の
不
一
ま
っ
て
一
告
の
安
全
を
確
か
め
三
一
始
判
ま
た
、
は
沈
下
月

V
っ
か
い

蹴
沼
一
生
青
山
や
不
親
切
宮
、
お
と
な
ぞ
昂
一
の
切
れ
皇
み
て
主
上
げ
て
ま
っ
一

5

3
よ
じ

7
一
ハ
7
月
〉
襲
ま
つ
り
、

2
5

3…

一

仙

多

か

れ

少

な

か

れ

つ

き

ま

と

っ

て

い

一

す

ぐ

反

ら

せ

る

。

一

受

刊

た

て

ま

だ

一

う

か

い

、

川

ま

つ

わ

、

と

と

る

こ

と

も

事

実

で

す

。

す

ま

語

学

(

関

)

雪

通

わ

吉

一

の

ι齢
「
偏
差
一
八
8
月
〉
い
も
た
き
う
カ
い
、
川

麟
織
一
子
ど
も
妻
、
通
一
事
故
か
ら
守
る
た
め
一
マ
忘
れ
も
の
に
注
意
l
忘

れ

も

の

に

心

一

で

求

舎

票

役

一

ま

つ

1

機
酎
一
こ
山
地
、
公
ん
と
い
っ
て
み
芋
ど
も
に
対
一
を
う
ば
わ
れ
、
取
り
に
帰
宅
w告

の

一

、

請

し

て

い

な

い

一

八

9

円
J

い
も
だ
き

側
引
一
引
之
内
安
全
の
H

し
つ
け
μ

を

し

っ

↑

事

察

官

。

一

最

金

か

た

は

、

今

一

f
m月
も
み
じ
ま
つ
り
、
い
も
た

錨

e

一

I
l
l
i
-
-
j
i
l
i
-
-

一

j
年

三

一

員

霊

き

、

商

工

ま

つ

り

選

b
l
i
-
-
1
1
1
l
i
l
i
-
-

一

O
吐
:
こ
ま
連
絡
ナ
ー
日
戸
主
じ
ま
つ
り
、
室
、

一
し
た
と
き
、
す
で
に
「
プ
l
ア
l
プ
l
一

(

吾

j
7
1
i
j

ご
と
い
う
話
し
巾
京
芸
場
合
が
あ
一

7

J
所

ヘ

次

の

も

一

混

泉

ニ

一

一

間

一

り

ま

す

。

こ

れ

長

;

皇

一

の

を

告

し

一

J
U
守

雪

量

、

温

泉

一
電
話
の
回
線
が
お
話
し
乞
さ
が
っ
一
老
齢
福
祉
年
余
受
君
主
与
さ
し
て
一
ハ
j
l
月

γ
事

}

号

、

常

最

も

な

い

と

好

許

一

て

い

お

S
E
L
E
-
-。「

L
はい同「
!
i

一
ら
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。
一
た
だ
し
、
年
金
を
受
け
あ
権
利
が
あ
一
一
結
婚
と
一

益

出

品

に

℃

需

主

一

一

電

話

の

利

用

に

つ

い

子

、

一

般

ト

上

前

品

目

げ

品

開

品

目

下

日

r日
日

目

一

一

苧

誌

の

こ

相

談

は

設
す
吋
匂
も
の
で
、
一
本
の
古
寸
引
き
五
一
記
長
の
γ
ち
に
男
存
ひ
か
け
一
と
く
に
老
若
ー
か
り
に
く
い
れ

F
一
言
せ
ん
。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
課
一
一
紀
婚
相
殺
所
へ

iの
加
入
者
が
共
同
し
て
利
用
し
ま
一

cvま
す
コ

J

1

一
ん
よ
つ
ど
お
り
ま
す
c
ζ

の
点
喜
一
九
に
一
年
金
係
ま
で
お
問
い
芦
せ
〈
応
さ
い
戸
市
民
会
館
内
一
階

す
J
七
の
た
め
に
一
つ
で
も
話
し
印
の
一
大
洲
屈
の
川
ア
一
手
?
、
乙
の
電
一
い
れ
、
じ
よ
う
ず
広
」
利
用
ぐ
だ
さ
い
一
日
手
続
き
の
と
支
持
参
す
る
ら
の
一
一
電
話
④
四
一

0
1番

と
き
は
他
の
事
は
通
話
で
さ
ぶ
一
話
に
か
け
る
ιし
さ
は
辰
巳
話
と
一

J
戸
、
新
谷
、
八
三
目
、
大
川
局
の
一
マ
印
紙
マ
一
戸
鱗
の
さ
泊
一
〉
旦

1
1
i
l
i
-
-

そ
の
ほ
か
は
一
般
加
入
電
一
討
ど
か
れ
り
ま
っ
き
同
じ

p
t
l
f
M
U加
入
室
か
ら
は
、
主
ど
ん
ね
)
「
市
一
世
間
号
一
一
帯
v
器

著

書

量

一

郵

便

貯

金

ま
せ
ん

G

ゲ
イ

1
2一
電
話
り
よ
い
の
で
す
刀
、
書
主
部
川

7
7一
外
一
主
一
日
(
か
け
て

FLUc--
一
証
雪
た
は
保
管
汗
一
志
向
者
が
す
一

そ
仁
話
し
が
わ
れ
な
宣
告
で
、
与
一
芯
代
な
の
で
、
同
l
ハ
と

7
2

一
で
吉
に
年
霊
金
奪
を
喜
受
け
守
て
い
包
る
か
主
た
は
咳l早モF乙

、

一

五

兆

円

を

突

岐

外通一話品宮ふιも山臼リできき〕、同一内円閃小のU這汁通謹旭型訂話伯程山は以泣弘沿是小£ム本恋A《一

JJ勺

i
1
i込

5td《、

削約判余
m¢トル}み
J

刊でηγ三、」-二)ウ定河、
Lし-一て』LLい
去
γすJ
O

一

号

一

I

l

-

-

一
郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
二
月
七
日
、

九

九

日

白

川

町

一

日

目

立

pm
新
築
工
事
担
む
一
元
叩
足
え
と
乙

μ

一
時
詰
U
A
Uで
初
め
て

八

一

戸

、

旧

日

一

十

六

一

戸

、

五

郎

主

八

一

…

観

光

総

合

宣

伝

一

の

え

的

貯

蓄

機

関

と

し

て

差

し

て

一
円
、
吉
平
七
一
戸
の
あ
わ
ぜ
て
四
百
点
旺

ZVに
着
工
し
た
柳
川
保
育
所
の
よ
と
大
型
に
な
り
、
地
域
の
乳
幼
児
m
v
m
m
一
事
業
き
ま
る
一
い
ら
い
凡
さ
一
尽
問
、
国
民
の
み
な
さ

六
戸
。
こ
れ
ま
で
連
絡
は
ど
に
あ
ん
一
新
築
移
転
工
事
は
も
新
年
皮
を
前
に
急
一
青
に
万
全
の
備
え
入
信
と
る
こ
と
じ
し
て
一
一
ま
に
と
芳
一
問
い
た
だ
い
た
お
か
け
に
止

い
不
便
だ
っ
た
地
域
だ
け
に
関
係
者
一
ピ
ッ
さ
す
す
め
ら
れ
工
い
ま
す
。
一
い
ま
す
。
一
可
観
光
協
会
、
同
工
議
所
商
一
言
の
で
て

よ
ろ
乙
び
突
き
い
も
の
が
す
ま
一
」

11一
一
章
、
空
軍
百
万
一

l

一
宮
迎
合
会
、
国
民
票
、
旅
館
。
社
長
円
と
に
入
銃
器
、
わ
が
国
の

一

円

し

れ

造

計

わ

仕

上

吾

態

四

百

一

一

審

ぬ

観

光

温

一

一

飲
e

タ
ク
シ
ー
。
一
程
童
図
温
泉
引
一
国
民
富
の
九
%
強
に
当
た
る
大
さ
な

加
入
者
代
表
の
話
し
に
よ
る
と
、
主
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
に
、
空
育
一
一
泉
ま
つ
り
一
一
守
鮮
魚
。
葦

4

み
や
げ
品
な
ど
の
立
も
の
で
、
ひ
と
つ
の
貯
古
田
諮
問
レ
ヒ
て

一
万
五
千
円
程
度
一
宗
(
一
二
号
、
保
育
川
遊
戯
宗
、
乳
厄
…
一
但
合
の
代
表
で
組
織
す
る

υ
大
洲
市
観
一
と
の
領
に
達
し
た
の
は
、
郵
使
貯
金
が

厄
加
入
電
吉
一
宅
建
室
、
医
務

1
1事
務

室

、

虹

〈

凶

5

一
落
合
宣
伝
事
業
代
災
者
会

μ
Eの
一
初
め
て
の
主
で
す
o

未
加
入
者
か
ら
の
子
、
と
り
I
付
ブ
ー
ル
、
放
送
設
旦
一
〉
一
百
開
幕
式
出
一
ほ
ど
開
き
二
「
年
度
の
重
量
三
こ
の
よ
う
な
巨
額
な
郵
便
貯
金
は
、

主
J
A
る
も
の
寸
、
近
ノ
¥
近
代
的
保
育
一
平
一
一
日
餅
ま
さ
城
山
一
め

tた

。

一

す

べ

て

政

府

の

資

金

運

用

部

を

通

じ

て

所
が
お
目
見
)
手
る
も
の
と
地
元
で
は
一
面
白
呑
の
附
発
表
会
城
山
一
計
画
こ
よ
る
と
年
間
の
ど
な
事
業
一
国
自
震
融
資
計
固
に
し
た
が
っ
て

一

マ

五

日

剣

道

大

会

・

明

一

察

体

育

館

一

日

、

円

ー

一

期

待

し

て

い

ま

す

。

一

一

を

重

点

昨

に

ひ

ろ

U
必
7

子
ス
h
m
l
一
運
用
さ
れ
、
道
路
、
住
宅
、
学
校
の
昂
崎

市
で
は
、
現
保
育
所
の
建
物
が
ご
一
柔
道
大
会
げ
芝
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
デ
↑
フ
川
、
語
、
絵
7
Eな
ど
国
民
経
済
の
発
展
、
国
民
生
活

毛
朽
化
し
必
え
て

J
一
れ
ま
や
回
一
マ
六
日
弓
道
大
会
大
型
宇
一
ハ
ガ
平
君
主
ミ
ノ
レ
ピ
を
は
じ
一
の
向
ト
巨
役
立
っ
て
い
ま
す
。

処
地
区
に
保
育
所
が
な
く
抱
一
万
の
強
い
一
マ
七
日
花
ま
つ
り
主
大
会
一
め
、
キ
ャ
一
九
九
招
待
観
光
、
訪
問
一
郵
便
貯
余
は
、
さ
ら
に
一
新
し
い
時
代

一

市

民

会

館

中

ホ

ー

ル

一

一

-

]

、

j

一

要

望

も

あ

る

の

で

こ

の

機

会

に

問

地

一

一

宣

伝

の

方

法

を

と

t
入
れ
近
代
的
乏
の
流
れ
に
即
応
し
た
事
業
の
機
械
化
、

君
事
長
か
る
よ
う
移
転
新
宮
一
四
月
一
宇
五
月
五
臼
一
果
的
な
震
の
脅
か
一
も
く
ろ
む
と
と
一
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
努
力
産

v

こ
れ
で
規
模
一
山
郷
七
知
特
別
出
陳
一
も
に
、
四
国
四
県
は
も
と
よ
り
、
内
海
一
付
て
い
ま
す
。
な
お
一
層
帯

一
挙
に
九
十
人

O
浮
世
絵
版
画
段
O
酒
器
展
一
沿
岸
、
九
州
、
阪
神
万
閉
ま
で
手
を
の
一
?
に
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

υ

一
こ
の
一
比
一
(
済
制
煎
は
、
万
一
一
の
さ
一

一
い
の
心
強
い
さ
ご
え
と
な
り
ま
す
。
ム
干
ニ

市
民
が
力
を
あ
わ
せ
附
け
あ
う
た
め
に
一

お
と
な
も
、

ζ
ど
ち
ら
、
同
部
族
ぐ
る
み
一

で
加
入
し
た
い
も
の
で
す
、
一

ノ'1

っ
け
μ

つ

れ
ソ

新
入
学
児

事
故
か
ら

申

しみ

口
べ

長

「
ー
ら
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
」
こ
ん
な
不
安
は
い
だ
れ
も
同
じ
で
す
が
、
万
一
に
モ
な
え
て
市
民
が
ふ

ん
か
ら
掛
け
久
斗
一
し
て
お
い
て
「
保
険
金
」
を
出
し
あ
い
、
被
告
者
な
ど
の
符
済
的
町
一
回
を
い
く
ら
か
で
あ

経
ぐ
し
ょ
っ
と
「
大
川
川
交
通
傷
害
保
障
川
度
」
を
同
月
一
一
施
す
る
こ
と
に
な
り
一
中
立
し
た
の
た
だ
い

ま
だ
の
か
た
は
す
ぐ
手
続
き
を
し
七
/
¥

一一三日、、
n

f
さ
レ

1日)

に，

男 Iq， 153人女

世帯数 10〆194世帯

面積 240.93平方キロヌートノ1/

発行った:洲市役所

編集文 章容 諜

第 157号

自

21，011人

だ
マ
ナ
ー
も
よ
い
と
市
民
の
百
刑
判
も
上
々
。

で
も
て
る
カ
を
甲
子
園
の
実
戦
に
出
し
旧
っ
て
も
お
り
い
た
い
。

ovu援
体
制
も
す
べ
て
整
っ
た
。
さ
き
に
久
松
知
事
か
ら
一
贈
ら
れ
た
大
応

援
肢
の
も
と
、
間
絞
や
姉
妹
校
の
友
情
応
援
で
学
位
大
一
U
岬
伎
町
の
結
成
も
完

了
し
、
地
元
新
谷
や
け
~
兄
な
ど
の
応
援
も
数
百
人
を
想
え
る
と
い
わ
れ
る
。

市
全
体
の
支
援
体
制
に
は
、
村
上
市
長
を
一
惟
進
本
部
長
に
資
金
面
や
応
援
団

結
協
を
市
民
に
呼
び
か
け
、
そ
の
日
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
あ
と

は
四
方
市
民
の
心
か
ら
の
声
皮

h

ど
期
待
し
た
い
も
の
。
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大
洲
青
年
会
議
所
理
事
長

"~ 5 i号

月

川
川
川

吋叩
υw

跡

)
 

A
吐

円

hJυ(
 

武
田
敬
孝
の
成
章
兄
弟
生
誕
地

所

在

地

中

村

四

一

一

所

有

者

八

幡

浜

市

武

田

ノ

プ

ハ
昭
和
村
年
2
月
幻
日
指
定
〉

心
配
ご

気
や
す
く
と
相
談
く
だ
さ
い
。

中
央
心
配
色
と
相
談
所

世
一
ん

大
洲
か
ら
中
村

殿
町
を
過
ぎ
て
常

磐
町
の
手
前
を
左

に
折
れ
た
あ
た

り
、
西
裡
地
区
一

帯
は
、
務
の
士
族

屋
敷
が
そ
の
ま
ま

に
残
っ
て
い
る
所

が
多
く
て
、
城
下

町
六
洲
の
良
さ
を

よ
く
と
ど
め
て
い

る
問
静
な
犀
敷
町

面
影
と
ど
め
る

武
田
両
先
生
生
一

誕
の
家

量
が
少
な
く
品
質
、
稔
実
を
悪
く

す
る
。

以
上
三
点
を
な
く
す
る
た
め
に
基

肥
を
少
な
く
施
す
と
穂
数
の
確
保
が

む
ず
か
し
く
な
る
c

そ
れ
で
必
要
茎

数
も
確
保
し
、
な
お
稔
実
を
良
く
す

る
た
め
に
は
、
栽
植
問
問
度
を
増
し
(

=
了
士
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
?
庁

J

五
五

1
六
十
株
)
基
肥
の
施
用
割
合
を
少

な
く
閉
山
胞
を
凶
唱
し
、
五
O
対
五
O
程

度
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

山
間
部
は
別
で
あ
る
。

二
、
萎
縮
病

判
ノ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
越
冬
虫
が

で
す
。
武
田
敬
孝
(
ゆ
き
た
か
)
成

立
草
(
な
り
あ
き
)
両
先
生
の
生
誕
さ

れ
た
家
は
、
そ
の
中
程
に
丁
字
路
の

一
角
を
占
め
て
、
杉
の
生
け
垣
に
閉

ま
れ
た
平
屋
建
て
平
瓦
葺
で
、
昔
の

面
影
冷
名
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
ま
す

兄
敬
孝
先
生
は
文
政
三
年
(
一
八

二
O
年
)
に
生
ま
れ
、
早
く
か
ら
萌

倫
堂
に
学
び
、
二
十
歳
で
病
父
の
代

M

五

事区

勤
と
し
て
江
戸
で
勤
務
す
る
こ
と
一

年
、
そ
の
間
江
戸
の
権
威
者
の
門
を

た
た
き
研
さ
ん
に
励
み
ま
し
た
。
阪

藩
後
、
常
磐
井
厳
才
先
生
の
門
に
入

り
、
神
道
、
国
学
、
史
学
夜
修
め
る

と
と
も
に
、
尊
王
の
気
慨
に
接
し
て

大
義
に
生
き
る
決
意
を
固
〈
し
ま
し

た
。
ま
た
兵
学
も
長
沼
流
、
山
鹿

流
、
源
家
古
法
な
ど
奥
義
を
極
め
ま

し
た
。
壮
年
の
先
生
は
明
倫
堂
教
授

で
え
ス
白
万
国
博

一
募
集

浮
い
。

①
萎
縮
病
は
苗
代
中
、
後
期
と
田
植

当
初
に
感
染
す
る
の
で
、
乙
の
時

期
の
一
防
除
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

特
に
回
悟
後
一
週
間
i
十
日
目
C

ろ
の
一
斉
防
除
が
で
き
て
お
ら
な

わ

υY

②
苗
代
が
分
散
し
て
お
り
、
五
i
七

日
間
隔
の
防
除
で
は
十
分
で
な
く

共
聞
か
集
合
泊
代
と
し
て
一
つ
の

面
積
を
大
き
く
す
べ
き
で
あ
る
。

③
分
散
苗
代
の
湯
合
は
、
周
辺
二
十

メ
ー
ト
ル
の
防
除
を
共
同
で
行
な

う
。
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

藩
侯
の
侍
龍
、
長
、
土
、
芸
州
使
者

と
し
て
の
外
交
の
大
役
を
果
た
し
、

京
都
に
在
つ
て
は
幕
末
騒
然
の
中
で

大
洲
蒋
の
進
む
道
を
よ
ぐ
洞
察
し

て
、
務
が
小
藩
な
が
ら
王
政
復
古
を

促
進
さ
せ
勤
王
輔
奨
の
名
声
を
天
下

に
馳
せ
、
東
京
行
幸
に
は
大
洲
藩
が

先
駆
の
栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
な
ど
は

先
生
の
英
知
と
努
力
に
負
う
こ
と
が

壱

措
~
成
章

特
に
大
き
か
っ
た
と
云
え
ま
す
。

明
治
二
年
胆
沢
県
権
知
事
(
陸
中

国
水
沢
二
十
四
万
石
)
、
菜
頂
宮
家

な
ど
一
家
令
約
十
八
年
間
就
任
し
~
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
二
月
病
没
し
ま

し
た
。
晶
子
年
六
十
七
歳
。

成
話
先
生
は
敬
孝
先
生
よ
り
七
歳

年
少
で
文
政
一

O
年
(
一
八
二
七
年

)
生
ま
れ
。
問
倫
堂
古
学
M
F
一
大
阪
緒

方
洪
庵
塾
、
江
戸
伊
藤
玄
朴
塾
、
佐

久
間
象
山
塾
に
学
び
、
一
聞
学
、
兵
学
一

英
仏
語
を
醤
得
し
ま
し
た
。
幕
府
は
一

嘉
永
六
年
西
洋
新
知
識
を
持
つ
二
十
一

七
歳
の
先
生
を
登
用
し
て
外
冠
に
備

え
ま
し
た
。
現
に
国
の
特
別
史
跡
と

な
っ
て
い
お
爾
舘
五
稜
鄭
の
築
造
を

は
じ
め
熔
鉱
炉
、
弁
天
崎
砲
台
、
神

戸
和
田
岬
砲
台
等
の
抗
日
造
や
大
砲
銀

造
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

明
治
新
政
府
に
な
っ
て
か
ら
は
兵

学
大
教
授
、
幼
年
学
校
長
な
ど
白
本

陸
軍
の
基
礎
づ
く
り
や
、
日
清
戦
争

で
大
い
に
利
用
さ
れ
た
札
田
銃
の
開

発
な
ど
に
も
貢
献
し
ま
し
た
が
明
治

十
三
年
一
月
五
十
四
歳
で
病
没
し
ま

し
た
。
北
辺
の
地
で
成
車
先
生
が
名

声
を
馳
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
大
変

う
れ
し
く
、
ま
た
私
た
ち
市
民
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
す
。

指
定
地
積
四
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル

(
一
四
五
坪
)
で
す
。

(
市
教
委
社
会
教
育
課
〉

ア
パ
ー
ト
、
下
宿
、
間
借
り
、

居
の
方
へ
郵
便
を
出
す
湯
合
は
、

パ
l
ト
名
戸

O
Q以
内
)
や
肩
量

(
O
O様
方
)
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
(
大
洲
郵
便
局
)

一

そ

の

故

郷

と

を

手

紙

で

結

ぶ

震

の

た

よ

一

り

運

動

を

は

じ

め

ま

し

た

。

乙

の

運

動

は
、
本
年
一
二
月
、
中
学
@
高
校
九
町
一
卒
業

一
間
に
来
聞
い
た
だ
い
た
り
、
真
心
の
こ
一
愛
媛
県
日
本
万
富
雲
重
量
一
県
立
大
洲
高
等
学
校
定
時
制
中
心
校

τて
就
職
す
る
若
い
人
た
ち
を
対
象
に

一
も
っ
た
数
々
の
金
堂
。
寄
付
い
た
だ
一
会
話
、
日
本
万
国
博
覧
会
議
内
の
一
の
第
一
学
年
生
徒
第
二
次
募
集
を
し
て
一
し
て
い
ま
す
。

昨

年

十

二

月

心

配

ご

と

相

談

所

長

一

高

利

用

者

の

み

な

さ

ん

の

使

妻

子

、

入

同

者

雨

量

を

し

て

お

り

ま

一

案

内

所

に

お

い

て

観

客

の

援

草

案

内

一

い

ま

す

。

一

と

か

く

去

の

生

活

に

慣

れ

ず

、

孤

モ
て
以
来
、
ま
す
ま
す
利
用
者
支
一
詰
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
回
数
の
一

1

一
す
。
乙
こ
に
堂
揺
り
て
厚
ぐ
お
礼
一
者
と
し
て
活
躍
す
る
、
愛
媛
県
代
表
の
一
聖
護
人
員
三
十
四
名
一
立
し
が
ち
な
若
者
E
の
、
室
、
故
郷
一

え
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
一
増
加
と
、
相
談
の
解
決
の
た
め
吉
田
弁
一
施
設
一
申
し
ょ

ηま
す
o
一
ミ
子
万
国
博
二
季
募
集
し
ま
す
o
E
握
手
続
入
学
願
書
(
薬
事
務
一
の
家
族
、
友
人
と
の
文
通
話
び
五
一

l
i
l
i
-
-

一

ZC指

導

を

お

願

い

す

る

こ

と

に

一

1

1

1

十

!

?

二

三

ま

一

号

、

主

主

に

ふ

さ

わ

一

ぎ

を

出

身

中

学

校

に

提

出

し

て

す

t
t止

し
よ
う
と
い
う
の
一

礼

申

し

上

げ

ま

寸

。

一

な

り

ま

し

た

。

ど

ん

な

心

理

と

で

も

一

幸

楽

園

一

こ

T
U
1
U
T金
早

々

人

天

一

し

い

人

柄

、

妻

、

函

妻

、

簡

単

一

握

手

続

き

を

依

頼

す

る

(

3

1

で

す

。

一

お

か

げ

を

も

ち

ま

し

て

査

な

く

行

一

;

:

;

一

↑

員

事

作

業

室

、

焼

L
g濯
場

一

な

日

常

英

会

話

能

力

基

準

と

し

、

書

一

日

1

4

月

7

5

一

一

事
を
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
官
噌

ι明
暗
|
|
」
一
一
昨
年
六
月
に
開
国
し
た
当
事
閤
一
の
改
造
な
ど
公
費
で
ま
か
な
え
な
い
も
一
類
お
上
び
面
接
試
験
に
よ
っ
て
選
考
し
一
図
書
検
査
四
月
十
日
(
さ
一
転
居
し
た
と
き
の
一

は
感
謝
に
培
え
ま
せ
ん
。
取
り
あ
手
一
一
百
一
係
員
吉
田
弁
護
士
一
一
は
、
県
下
室
か
ら
集
ま
っ
た
十
八
歳
一
の
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
食
品
類
了
子
。
一
閣
議
発
表
四
月
土
百
(
土
)
十
一
郵
便
利
用
一

別
項
収
支
計
算
書
を
も
っ
王
室
口
一
一
一

O
日
一
係
員
一
一
以
上
の
身
心
障
害
主
ハ
十
五
名
主
あ
一
は
入
園
者
に
オ
ヤ
ツ
と
し
て
分
け
て
食
一
受
付
期
間
回
一
一
月
十
五
日
1
四
旦
一
一
-
時
一
毎
年
一
一
一
月
か
ら
凹
月
に
か
け
て

i

h
p昨

日

Huh-一
時

間

昨

日

記

前

日

一

町

民

討

u」
一

一

一

O
臼

一

係

員

法

務

員

一

百

出

子

内

有

志

の

一

引

当

時

計

百

一

十

「

言

申

込

な

ぞ

わ

耳

目

日

で

耳

目

一

戸

時

十

日

日

目

何

回

目

立

さ
て
、
過
日
の
H

児
童
交
通
公
園
設

r悶
力
露
わ
り
¥
誠
に
あ
り
が
た
く
お
一
美
州
青
年
ム
議
所
と
い
た
し
ま
し
一
二
一
五
日
一
係
員
一
一
か
た
が
た
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
外
一
今
後
と
も
園
の
運
営
に
暖
か
い
皇

τい
こ
と
は
市
商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
一
勉
学
に
励
む
勤
労
青
重
で
あ
る
か
一
当
人
は
も
と
よ
り
関
係
の
在
、
次
の
一

-
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-
i一
て
は
、
昨
年
度
の
重
点
事
業
の
ひ
と
つ
で
一
上
一
や
他
府
県
の
心
あ
る
か
た
が
た
か
ら
慰
一
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
ね
く
だ
さ
い
。
一
戸
口
、
生
徒
聞
の
連
帯
感
主
く
、

Z
こ
と
に
韮
思
し
て
、
楽
し
い
手
紙
が
迷
一

F
m
ω
m
ω
旧

幻

…

τし
て

、

会

員

一

回

全

力

が

も

っ

て

遂

一

一

い

に

励

ま

し

合

っ

て

楽

し

く

勉

強

し

一

い

子

に

な

ら

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

一

n
l
n
u
n
-

ハ
U

正
U

勺

コ

緬

一

一

一

一

一

昨

日

引

t
比

一

一

行

し

た

z

i

ι

者

一

計

計

J

J

1

1

6

j

j

j

!

一

て

い

る

o

z

i

J

E

F

E

所

の

郵

便

局

一

〔

何

7

J

6

1

川

一

一

の

常

と

し

て

心

な

ら

ず

も

G

謹
f
、

一

一

親

し

く

教

師

の

指

導

が

受

け

ら

れ

る

一

へ

転

居

し

た

湯

合

、

知

人

、

友

人

一

ハ

錦

!

一

一

C
不
満
の
多
々
あ
っ
た
乙
と
と
思
い
ま
一
大
洲
市
に
お
け
る

τ業
後
は
大
学
に
進
学
す
る
者
も
あ
一
に
転
居
の
あ
い
さ
つ
状
包
す
の
は
一

「

書

詐

ム

ニ

一

貼

入

一

一

す

。

一

稲

作

技

術

の

改

善

点

と

対

策

一

る

が

、

大

部

分

は

高

校

卒

業

の

章

一

エ

チ

ケ

y
ト
で
す
が
・
乙
れ
と
同
時
一

一

一

そ

の

点

な

に

と

ぞ

と

寛

容

の

ほ

ど

お

願

一

一

と

学

力

を

身

に

つ

付

て

実

業

界

に

再

一

に

郵

便

同

へ

あ

転

問

屈

を

出

し

て

く

一

ア

算

刷

入

員

体

回

収

一

一

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

一

般

的

に

草

で

き

は

す

る

が

稔

実

栄

養

生

長

期

(

八

月

上

旬

ま

で

)
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